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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成25年5月2日(2013.5.2)

【公開番号】特開2011-69352(P2011-69352A)
【公開日】平成23年4月7日(2011.4.7)
【年通号数】公開・登録公報2011-014
【出願番号】特願2010-164414(P2010-164414)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｃ   9/00     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ  25/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｋ   7/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｋ   7/16     (2006.01)
   Ｇ０１Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｃ   9/00    　　　Ｂ
   Ｆ０１Ｄ  25/00    　　　Ｖ
   Ｇ０１Ｋ   7/02    　　　Ｅ
   Ｇ０１Ｋ   7/02    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｋ   7/16    　　　Ｍ
   Ｇ０１Ｋ  11/06    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月14日(2013.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　温度検出器（１０）であって、
　第１の金属（４）と、
　前記第１の金属とは異なる第２の金属（６）と
を備えており、
　前記第１の金属が複数のワイヤを含みまた前記第２の金属がワイヤを含み、
　前記第１の金属の複数のワイヤが、並列接合部（８）として前記第２の金属のワイヤに
接続され、前記並列接合部（８）の任意のひとつにおける温度変化により該温度変化にし
たがった電圧変化を生成する、
温度検出器。
【請求項２】
　タービンの部品（１２）の温度変化を検出する方法であって、
　複数の接合部（８）において互いに接続されかつ前記部品と接触状態になった第１の金
属（４）及び該第１の金属とは異なる第２の金属（６）を備えた温度検出器（１０）を準
備するステップと、
　前記複数の接合部（８）のうちの任意の接合部における、温度により生成された任意の
電圧変化を検出するステップと
を含む方法。
【請求項３】
　前記第１の金属が１以上のワイヤを含みまた前記第２の金属が１以上のワイヤを含み、
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　前記第１の金属の１以上のワイヤが、並列接合部として前記第２の金属の１以上のワイ
ヤに接続される、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記接合部が、前記部品に螺旋状に沿って該部品と接触状態になっている、請求項２に
記載の方法。
【請求項５】
　前記部品が、燃焼ノズル、バーナチューブ、キャップ及び／又はライナを含む、請求項
２に記載の方法。
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